
審議のタイミング

将来都市像

行政運営の基本姿勢

政策目標

計画の位置づけ

計画期間

策定・運用の基本的考え方

対象事業

事業の優先度と財政見通しとの調整

(2) 実施計画2025の振り返りから見た課題

政策目標ごとの施策目標

重点戦略の視点

・課題を踏まえて設定した、重点戦略の

視点（施策内容の視点・手法の視点）

を記載

実施計画2030 重点戦略

実施計画事業の見方

実施計画事業

社会情勢と総合計画の中間評価から見た

課題

茅ヶ崎市実施計画2030構成素案

内容項目

・総合計画に将来都市像の実現に向けた行動指針として位置づけている「行政運営の基本姿勢」

を記載

・総合計画に位置づけている「茅ヶ崎市の目指す将来の都市像」を記載

・総合計画に、将来都市像の実現に向けた１０年間の総合的な政策展開の方向性として位置づ

けている「８つの政策目標」について記載

(1)

４  　施策目標

５  　重点戦略

３  　本市を取り巻く課題

(1)

(1)

(2)

・次項の実施計画事業ページの見方を説明

・部局ごとに事業を列挙（優先順位の高いものを一部掲載）

・事業名、概要等の情報を掲載

６ 　実施計画事業

(1)

(2) ・重点戦略に紐づけられる事業について説明・掲載

(5)

・実施計画2025を振り返り、成果と課題を記載

・人口動態（人口減少・少子高齢化等）及び総合計画中間評価（市民意識調査による市民

ニーズの変化と取り組み実績の評価等）で挙がった課題を記載

・実施計画2025の施策目標を引き継ぐことを基本に、社会情勢等の変化を捉え、現状に沿った施

策目標を設定し、主な事業などを記載

(3)

・短・中期的な方策の方向性の「施策目標」と具体的な手段の「事業」を定めることを記載

・特に重点的・分野横断的に取り組むべきテーマを「重点戦略」とすることを記載

・歳入増加と歳出削減に取り組み、実施計画事業に充当できる財源を生み出すことを記載

・中長期的な財政見通しを踏まえた上で優先度の高い実施計画事業から順次実施することを記載

・実施計画2030の対象事業について記載

・継続的事務事業とのすみわけを説明

・計画期間（令和８～１２年度）を記載(2)

１  　目指すまちづくり

(1)

(2)

(3)

(4)

・社会情勢の変化を捉えながら、必要な取り組みを位置付け、市民に理解しやすい計画とするととも

に、策定後の社会情勢の変化等に柔軟に対応しながら必要な取り組みを推進する計画とすることを

記載

・適切な時期に、計画の進捗状況を確認し、するための評価を実施することを記載

２  　実施計画2030の基本方針

(1)

既に茅ヶ崎市総合計画

に位置づけている内容

を記載

令和6年度第２回総合

計画審議会で審議した

「茅ヶ崎市実施計画

2030策定について」

を基に作成

令和７年度第１回
総合計画審議会で審議

令和７年度第2回・第３回
総合計画審議会で審議

令和７年度第2回
総合計画審議会で審議

令和6年度第２回総合
計画審議会で審議した
「茅ヶ崎市実施計画
2030策定について」

を基に作成

令和７年度第３回
総合計画審議会で審議

資料１


